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全
国
酪
農
協
会
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
研
修

に
参
加
さ
れ
た
住
田
佑
樹
さ
ん（
庄
原
市
東

城
町
）か
ら
研
修
レ
ポ
ー
ト
を
受
け
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
（
社
）全
国
酪
農
協
会
主
催
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

酪
農
視
察
研
修
が
、
九
月
二
日
～
十
日
の
九

日
間
行
わ
れ
、
こ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。
初

日
は
、
成
田
空
港
に
全
国
か
ら
視
察
研
修
に

参
加
す
る
酪
農
家
等
の
皆
さ
ん
が
集
い
、
総

勢
二
十
五
人
の
旅
に
出
発
し
ま
し
た
。

■
オ
ラ
ン
ダ
の
二
つ
の
視
察
先

　

成
田
空
港
か
ら
十
時
間
以
上
の
フ
ラ
イ

ト
を
経
て
オ
ラ
ン
ダ
に
着
き
ま
し
た
。
一

件
目
は
Ｃ
Ｒ
Ｖ（
牛
改
良
共
同
組
合
）
で

す
。
こ
の
会
社
は
「
精
液
販
売
」、「
牛
群
検

定
」、「
体
型
審
査
」等
を
行
い
、
オ
ラ
ン
ダ

の
ア
ー
ネ
ム
に
本
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
酪
農
情
勢
に
つ
い
て
研

修
を
受
け
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
農
家
戸

数
は
一
万
九
千
五
百
二
十
戸
、
総
頭
数
は

百
四
十
七
万
七
千
頭
で
、
一
戸
あ
た
り
の
平

均
飼
養
頭
数
は
七
十
五
頭
。
日
本
と
同
じ
よ

う
に
飼
養
頭
数
が
減
り
、
将
来
的
に
一
戸
あ

た
り
の
経
営
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
行
く
だ

ろ
う
と
聞
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
オ
ラ
ン
ダ
東
部
の
フ
ィ
ー
ラ
ッ
ケ

ル
地
方
の
酪
農
家
で
フ
ォ
ト
ネ
ン
ブ
ー
ル
農

場
を
視
察
し
ま
し
た
。
三
年
前
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
年
間
消
費
電
力
の

三
分
の
二
を
太
陽
光
発
電
で
賄
っ
て
い
ま
し

た
。
夫
婦
二
人
で
経
産
牛
百
頭
を
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
二
台
で
管
理
、
牛
舎
の
除
糞
作
業
も

除
糞
ロ
ボ
ッ
ト
で
行
い
、
作
業
は
省
力
化
さ

れ
近
代
的
な
酪
農
形
態
で
し
た
。
今
後
は
、

経
産
牛
百
頭
か
ら
百
三
十
頭
に
規
模
拡
大
し

た
い
と
意
欲
的
な
牧
場
で
し
た
。

■
ス
イ
ス
の
山
岳
酪
農
を
視
察

　

ル
ッ
ツ
ェ
ン
タ
ー
ル
地
方
に
あ
る
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
・
コ
ル
ブ
農
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
標

高
千
七
百
メ
ー
ト
ル
の
山
に
牛
を
放
し
、
そ

の
間
、
山
の
上
で
搾
乳
し
、
搾
っ
た
牛
乳
で

チ
ー
ズ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
農
場
で

は
二
十
頭
の
搾
乳
牛
を
飼
養
し
、
餌
と
な
る

牧
草
は
、
牛
舎
周
辺
の
草
地
や
傾
斜
地
で
自

（社）全国酪農協会
ヨーロッパ酪農視察研修に参加して

ユングフラウ山地の最高峰　「ユングフラウヨッホ（3,571 ｍ）」をバックに記念撮影）
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広
酪
ド
リ
ー
ム
ブ
リ
ッ
ジ
構
想
に
掲
げ
る

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事

業
の
一
体
的
取
り
組
み
を
模
索
し
、
酪
農
ヘ

ル
パ
ー
要
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
先

進
地
の
北
海
道
か
ら
「
有
限
会
社
標
茶
営
農

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」の
長
尾
正
志
取
締
役

常
務
と
高
橋
明
課
長
の
二
名
を
講
師
に
招

き
、
委
託
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
員
、
事
務
局
職
員

な
ど
を
含
め
た
二
十
七
名
が
参
加
し
て
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
研
修
会
を
行
っ
た
。

　

研
修
で
は
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
体
制
の
整

備
運
営
と
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
一
体
的
取

り
組
み
を
テ
ー
マ
に「
運
営
の
現
状
と
課
題
」

と
と
も
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ヘ
ル
パ
ー
業
務

の
内
容
等
の
先
進
地
事
例
の
紹
介
を
受
け

た
。

　

参
加
し
た
ヘ
ル
パ
ー
員
か
ら
は
「
広
島
県

内
の
酪
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
け
る
よ

う
個
々
の
ヘ
ル
パ
ー
員
が
成
長
す
る
必
要
が

あ
り
、
高
橋
課
長
の
よ
う
に
大
規
模
農
家
を

少
人
数
で
作
業
で
き
る
能
力
ア
ッ
プ
と
緊
急

時
の
迅
速
な
出
役
調
整
へ
の
対
応
等
、
ヘ
ル

パ
ー
員
と
し
て
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指

し
て
、
し
っ
か
り
勉
強
し
た
い
」と
の
感
想

が
あ
り
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
円
滑
な
派

遣
対
応
と
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
体
制
に
向
け
て

参
考
と
な
っ
た
有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
。

酪農ヘルパーの
スペシャリストを目指す

生
す
る
草
を
刈
り
取
り
、
乾
燥
さ
せ
て
干
草

に
し
、
冬
場
の
餌
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

山
岳
地
帯
で
は
、
経
営
面
積
、
頭
数
、
標
高

等
で
補
助
金
の
金
額
が
異
な
り
、
傾
斜
地
が

き
つ
く
、
標
高
が
高
く
な
る
程
、
補
助
金
が

高
く
、
コ
ル
ブ
農
場
で
は
年
間
約
七
百
万
円

の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
生
産
枠
が
あ
り
、
牛
乳
一
ℓ
の
乳
価
が

約
四
十
八
円
と
安
く
、
健
全
経
営
が
難
し

く
、
酪
農
経
営
の
収
入
の
大
半
を
補
助
金
が

占
め
、酪
農
で
の
収
入
は
少
な
い
そ
う
で
す
。

酪
農
経
営
で
は
生
活
が
難
し
い
の
で
、
冬
は

ス
キ
ー
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
、
老
人

ホ
ー
ム
で
働
き
生
活
費
に
当
て
て
い
る
そ
う

で
す
。

■
フ
ラ
ン
ス
「
モ
ー
ペ
リ
チ
ュ
イ
農
場
」を

　
視
察

　

パ
リ
の
郊
外
に
あ
る
酪
農
家
「
モ
ー
ペ
リ

チ
ュ
イ
農
場
」を
視
察
し
ま
し
た
。
家
族
で

搾
乳
牛
七
十
頭
を
管
理
し
、
酪
農
の
傍
ら

百
二
十
ha
の
畑
で
小
麦
、
ビ
ー
ト
、
デ
ン
ト

コ
ー
ン
を
作
付
け
し
て
い
ま
し
た
。

　

飼
養
体
型
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
、

ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
は
五
頭
ダ
ブ
ル
の
へ

リ
ン
グ
ボ
ー
ン
。
Ｔ
Ｍ
Ｒ
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン

サ
イ
レ
ー
ジ
主
体
の
給
与
で
し
た
。
こ
の
農

場
は
、「
後
継
者
が
い
な
い
」、「
乳
価
が
安

（山岳酪農家で奥さんから説明を聞く参加者ら）

く
収
益
性
が
低
い
」と
の
理
由
か
ら
、
数
年

後
に
は
酪
農
を
辞
め
ら
れ
る
と
聞
き
ま
し

た
。

■
自
ら
の
目
で
見
て
、

　
肌
で
感
じ
る
海
外
視
察

　

今
回
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
酪
農
視
察
研
修
に
参

加
し
て
、
海
外
の
酪
農
形
態
や
酪
農
情
勢
を

直
接
見
て
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
し
て
、
全
国
の
酪
農
家
や
酪
農
関
係

団
体
の
方
々
と
交
流
出
来
る
こ
と
が
で
き
、

良
い
経
験
が
出
来
ま
し
た
。
研
修
に
参
加
で

き
る
環
境
を
与
え
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。


